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・探究を2ヶ月間／４年次まで体系化

日本経済新聞（2022年2月15日版）

「大学の授業、もっと対話的に－桐蔭横浜大、「３学期制」導入」

今回の企画
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桐蔭横浜⼤学のリ・ブランディング



1. TURBoSの設定
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〜 Toin Univ.ʻs Re-Branding Strategy ーTURBoS－ 〜

課題  減少し続ける18歳⼈⼝と、進学者構成(男⼥⽐)の変化
 志願者数と⼊学者数の安定的確保の重要性 Act

※ 0～14歳の人口が占める割合が高い区は、2015年時点で都筑区（17.0％）、青葉区（13.9％）。（横浜市将来人口推計, 2019）

⼆つのライフを接続するため、多様な学びを提供する戦略１

⼥⼦学⽣を呼び込むなど、キャンパスの多様性を図る戦略２

理念を実現化する特徴ある学⼠課程教育を構築する戦略３

学習研究に基づく最先端の教育⽅法を導⼊する戦略４

社会につながる多様な他者との学びをデザインする戦略５

⾼⼤接続・トランジションのプログラム化を推進する戦略６

 ⼤学全体の教育⽬標の整理
 各学部が連携する、新たな課程(学位プログラム)の構築
 新たな⼤学共通科⽬制度の発⾜と、専⾨教育の深化

 各学部が連携する、新たな課程(学位プログラム)の構築
 外国語教育プログラムの構築
 ⼤学PR戦略とウェブサイトの再構築
 ALを加速するラーニングスペースの整備

 学部３ポリシーの⾒直し、アセスメントプランの構築
 学⼠課程をサポートするミドルレベルの質保証システムの構築
 新たな⼤学共通科⽬制度の発⾜と、学部専⾨科⽬の深化
 ⼊学前教育プログラムの定着と拡⼤

 ハイブリッド型学習の導⼊とアクティブラーニングの更なる促進
 マイルストーン、ショーケースなど学びの⽀援システムの導⼊
 最先端の教育実践⼤学としての発信⼒の強化
 理解を深めるコースワーク，学年暦などの抜本的な⾒直し

 ピアサポート⾵⼟の醸成とラーニングスペースの設置
 多様な⼤学との連携による、学⼠課程の量的充実
 地域や産業界、同窓会との連携による、学⼠課程の質的充実
 準正課プログラムの検討

 桐蔭⾼⼤Dual enrollmentシステムの構築
 ⼊学前教育プログラムの定着と拡⼤
 桐蔭プレ・キャンパスの実施
 学修・学⽣⽀援のシステム化

再掲

再掲 再掲

 ⼥⼦への訴求⼒を⾼め、⼤学進学市場の変化に対応する。
 キャリア志望が明確ではない受験者の獲得につなげる。



2. ユニバーシティ・ポリシーの策定（仮）
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桐蔭横浜大学は、すべての学位プログラムにおいて、深い教養と倫理観を礎とした専門
的知識・技能を有し、主体的に社会と関わり、その中で「人生と学びの基盤となる力」を発
揮することで、社会の持続可能な発展に貢献し新たな価値を生み出すことができる人材
を育成する。

「人生と学びの基盤となる力」
・考動力
物事を批判的に捉えて問題を発見するとともに、その問題解決のために行動する力
・複眼的思考力
多角的な視点と柔軟な心をもって、物事をとらえる力
・共感力
他者の意見や考えに耳を傾けるとともに、自らの意見や考えを表現し、伝える力
・リーダーシップ

集団の目標達成のために、自らの果たすべき責任を自覚するとともに、他者と良好な関
係を築き、協働する力
・探究力
積極的に新しいことに挑戦するとともに、粘り強く学び続ける力
・自律的キャリア

長期的な展望をもって将来の人生を思い描き、その実現のために必要とされる物事を理
解し、それに向けて計画し、実行する力



3. ３学期制の導⼊
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■⾮同期型オンライン授業
講義動画＋課題提出＋フィードバック

学⽣へ影響
個別最適化ー学習者中⼼
→繰り返しの学習
→学⽣のペース・嗜好性

授業でのしかけ
• 講義動画の配信
• 毎回⾏う理解度のチェック
• それに関するフィードバッ
ク

• ⼩テストによる評価

■アクティブラーニング・
タームの導⼊

授業での仕掛け
• 社会的な課題への取り組み
• グループワークの導⼊
→資質能⼒の育成

• プレゼンやレポートによる評価

■知識提供担当×ALファシリ
担当のTT→教員の個別最適化

継続的な学習⽀援

2022年度 105分×13週開講（1,365分）



桐蔭横浜大学における専門教育とMASTとの関係性（案）
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専門教育
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（高度な現代型教養）

【桐蔭横浜大学の学士課程教育】
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地球環境

4. MASTの設置（2023〜）



• １．（カリキュラム）つまみ食いではなく，セットメニュー
で固まった知識を獲得＝専門性重視の教養教育

• ２．（教育内容）予測困難な世の中に不可欠な５つの
現代的課題＝超スマート社会で活躍すジェネラリスト
の輩出

• ３．（教育方法）知識をインプットするオンライン授業と
それを定着させる体験型授業の組み合わせ＝学習研
究に基づく最新のハイブリッド方式

• ４．（教育方法）各授業で学んだ知識を統合し，仲間と
ともに実際の現代的課題に取り組む＝地域・企業等と
コラボするプロジェクト型学習
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